
                                          

 

出水学区 三井住友海上エイジェンシー・サービス 

みんなの絆で、災害に強いまちづくり 
（出水学区防災まちづくり計画より） 

【
小
竹
会
長
の
コ
メ
ン
ト
】 

出
水
学
区
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災

以
降
、
防
災
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
色
々
な
課
題
が
見
え
て
き
た

の
で
す
が
、
最
終
的
に
は
防
災
や
避
難

時
の
主
人
公
と
い
う
の
は
学
区
民
一
人

一
人
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
や
は
り
、
私
た
ち
自

主
防
災
会
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
学
区

民
に
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

そ
の
１
つ
の
手
段
と
し
て
、
今
回
の

パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
を
活
用
し
て
、
そ
う

い
っ
た
取
組
が
で
き
れ
ば
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
、
協
定
に
基
づ
き
、
出
水
学
区

と
三
井
住
友
海
上
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
が
「
防
災
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と

な
り
地
域
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。 

具
体
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
は
、
出

水
学
区
と
三
井
住
友
海
上
エ
イ
ジ
ェ
ン

シ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
が
話
し
合
い
、
出
水

学
区
の
防
災
上
の
課
題
や
特
性
を
反
映

さ
せ
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
み
に
昇
華

さ
せ
て
い
き
ま
す
。 

⑴  
空
き
家
の
リ
ス
ト
化
・G

I
S

化
に
よ

る
見
守
り 

⑵  

袋
路
の
避
難
経
路
な
ど
も
含
め
た

防
災
マ
ッ
プ
の
更
新 

⑶  

各
種
防
災
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加

に
よ
る
啓
発 

な
ど 

 

◀
協
定
締
結
式
の
様
子 
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学
区
自
主
防
災
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『
防
災
パ
ー
ト
ナ
ー
』
協
定
を  

 
 
 
 
 

 
 
 

締
結
し
ま
し
た
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す
る
協
定
の
締
結
が
執
り
行
わ
れ
、
出
水

学
区
自
主
防
災
会
を
代
表
し
て
小
竹
会
長

が
列
席
し
ま
し
た
。 

出
水
学
区
で
は
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、
防
災
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

⑴  

地
域
の
防
災
上
の
課
題
を
把
握
す
る
『
防
災
ま
ち
あ
る
き
』
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
と
り
ま
と
め
た
『
防
災
マ
ッ
プ
』
を
作
成 

⑵  

『
防
災
ま
ち
づ
く
り
計
画
』
や
『
街
区
計
画
』
を
策
定 

⑶  

災
害
時
町
内
集
合
場
所
を
各
町
で
取
り
決
め
、
掲
示
板
を
設
置 

⑷  

建
替
え
が
難
し
い
狭
い
路
地
に
お
い
て
、
建
築
基
準
法
の
特
例
許
可
に
よ
る 

 
 

 
 

建
替
え
を
可
能
に
す
る
『
路
地
再
生
』
の
取
組
の
相
談
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施 

令
和
６
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
踏
ま
え
て
、「
防
災
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」
、「
密

集
市
街
地
の
こ
み
ち
改
善
事
業
」
取
り
組
み
ま
す
。 

令
和
６
年
４
月
８
日
に
は
京
都
市
と
三

井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
に
お
い

て
「
防
災
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
枠
組
み
に
関 



                                         

﹁
自
分
の
家
が
壊
れ
て
も
︑ 

自
分
だ
け
の
問
題
︒﹂ 

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
︖ 

木
造
住
宅
が
密
集
し
、
細
い
路
地
が

多
い
出
水
学
区
で
は
、
地
震
時
に
建
物

が
倒
壊
す
る
こ
と
で
、
道
路
を
塞
ぎ
、

避
難
や
救
助
に
支
障
を
来
た
す
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
火
事
が
起
き
る
と
、

燃
え
広
が
り
や
す
い
と
い
っ
た
課
題
が

あ
り
ま
す
。
自
分
の
命
と
地
域
の
防
災

の
た
め
に
、
「
す
ま
い
の
耐
震
化
と
防
災 

２ｍ 

(２)(４) 

舗装撤去・新設 
狭あい道路 

（幅員４ｍ未満） 

(２)(４) 

擁壁撤去・新設 
(2)(4) 

塀撤去・新設 

(3)(4) 

雨水桝・設備配管 

撤去・新設 

(１)(４) 

側溝・集水桝撤去・新設 

【別事業】狭あい道路整備事業（建築指導課） 

道路後退杭・道路中心鋲・整備済プレートを支給 

密
集
市
街
地
の
こ
み
ち
改
善
事
業
と
は 

出
水
学
区
内
に
は
、
こ
み
ち(

幅
の
狭

い
道)

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
み
ち

は
、
風
通
し
や
日
当
た
り
な
ど
の
住
環

境
に
影
響
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
災
害

時
に
は
消
火
・
避
難
・
救
助
の
支
障
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
幅

員
４
ｍ
未
満
の
道
路
に
面
し
た
敷
地
で

は
、
建
築
に
際
し
て
建
築
物
や
門
・
塀 

『
密
集
市
街
地
の
こ
み
ち
改
善
事
業
』
を 

実
施
し
ま
す
！  

な
ど
を
道
路
の
中
心
線
か
ら
２
ｍ
後
退

す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
的
利
用
（
駐
輪
場
や
花
壇
）

は
制
限
の
対
象
で
は
な
く
、
道
路
空
間

が
拡
が
ら
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
道
路
後
退
部
分
を
、
拡
幅
・

京
都
市
に
寄
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道

路
空
間
を
確
保
す
る
事
業
を
令
和
６
年

度
か
ら
実
施
し
、
安
全
な
市
街
地
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 
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『危険ブロック塀等改善事業』 
今年度より対象を拡大してい
ます！ 

防災上重要な路線の候補 

浄福寺通（下長者通～新出水通） 

『まちの匠ぷらす』 

令和６・７年度限定です！ 

お見逃しなく！ 

改
修
」
、
「
老
朽
化
し
た
建
物
の
除

却
」
、「
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
解
体
」
、「
袋

路
の
二
方
向
避
難
」
な
ど
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。 


